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用語の説明 

用 語 説   明 

危害 

損害又は損失が発生すること、又はそのおそれがあること 

「シアンが水道に混入した」とする事例では、「シアンが混入した水道水に

よって利用者に健康被害又はそのおそれが生じること」 

危害原因事象 

危害を引き起こす事象のこと 

「シアンが水道に混入した」とする事例では、「シアンを水道水に混入させ

てしまったこと（例えば工場からの流出）」 

危害分析 
水道システムに存在する危害原因事象の抽出を行い、抽出した危害原因事象

のリスクレベルを評価し設定すること 

危害抽出 
水源～浄水場～給水栓の水道システムに存在する潜在的な危害も含めた危害

原因事象を抽出すること 

リスクレベル 危害原因事象の発生頻度、影響程度によって定まるリスクの大きさ 

リスクレベルの

設定 
危害原因事象の発生頻度、影響程度に基づきリスクレベルを設定すること 

リスクレベル設

定マトリックス 
危害原因事象の発生頻度、影響程度とリスクレベルとの対応関係に関する表 

管理措置 

危害原因事象による危害の発生を防止する、又はそのリスクを軽減するため

にとる管理内容 

浄水場において実施する浄水薬品の注入や沈澱・ろ過等の運転操作等 

危害発生箇所 危害原因事象が発生する水道システムの箇所 

管理点 管理措置の設定を行う水道システムの箇所 

監視 管理措置の実施状況を適時に把握するために計画された一連の観測又は測定 

監視項目 管理措置の実施状況を適時に把握するために観測又は測定する項目 

管理基準 
管理措置が機能しているかどうかを示す基準であり、対応措置の発動要件と

して用いるもの 

対応、対応措置 
管理基準を逸脱した場合、逸脱を修正して元に戻し、逸脱による影響を回

避、低減する措置 

妥当性確認 

管理措置、監視方法、管理基準、対応措置等の水安全計画の各要素が適切で

あることを、各要素の設定の技術的根拠を明らかにすることにより、立証す

ること 

検証 

水安全計画及びその運用効果の有効性を確認、証明すること 

すなわち、水安全計画が計画とおりに実施されたか、及び安全な水の供給の

ために有効に機能し目標とする水質を満足したかを確認すること 

レビュー 種々の情報をもとに水安全計画を見直し、必要に応じて改善すること 

支援プログラム 

水安全計画を効果的に機能させるよう支援するプログラム 

ここでは、水道水の安全を確保するのに重要であるが直接的には水質に影響

しない措置、直接水質に影響するものであるが水安全計画策定以前に法令や

自治体・水道事業者の規定等に基づいて策定された計画等を支援プログラム

に位置づけることとした 
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第１章 水道システムの把握 

 

１．水道事業の概要 

 当村は、青森県の最北部、本州最北端の下北半島の西部に位置し、古くは北前船の蝦夷地渡 

航の港として海産物・木材の交易拠点として賑わいを見せていました。 

 水道事業は、昭和３７年に矢越地区の整備認可を受け給水事業を開始したのを始まりとして 

以来、区域拡張、簡易水道統合整備事業等を実施して村民の健康な生活を支えるライフライン 

として重要な役割を果たしてきました。 

 令和年代に入り、昭和・平成年代に建設された施設の老朽化が顕著であることから、令和２ 

年度から牛滝・福浦・長後地区において漁村整備事業における施設の長寿命化改修を実施して 

おります。 

 
古佐井山浄水場（Ｓ５６）            牛滝浄水場（Ｈ８） 

 

２．水道システムの概要 

 当村の地形は、概して急峻で平坦地が少なく、ほとんどが山地となっています。役場所在地 

の佐井地区から南部においては山岳が海岸線まで迫っており、断崖絶壁をなしています。 

 そのため、住居地が海岸線沿いに８集落、山間部に１集落が点在し、水道施設においても過 

去に浄水施設が最大７箇所点在し運転維持管理に困難を極めていました。 

 昭和４８年及び平成８年に点在している浄水施設を統合した結果、浄水施設を４箇所に集約 

して村内全域を給水しています。 

 現在の浄水場を含む主要水道施設の一覧と、浄水場ごとの給水区域を図－１、図－２に示し 

ます。 
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①水源の状況 

 現在の浄水場は、河川水を水源とする浄水場が２箇所、地下水を水源とする浄水場が２箇所 

で、その水源は河川２箇所、地下水（浅井戸）２箇所となっており、それぞれの水源について 

は以下のとおりです 

 河川水については、取水地点全域が国有林であり周辺に生活排水や水質に影響を与えるよう 

な施設が存在しないことから、降雨等による高濁水の発生や事故車両・上流区域の国有林伐採 

による作業機械の油類流出及び農薬等の流出などの突発的な水質汚染事故に注意を払わなけれ 

ばならないものの原水水質は正常に維持されており、特に浄水処理で問題となる項目はありま 

せん。 

 また、河川水の濁り等の水質変化をいち早く察知し、浄水処理に悪影響を及ぼすことを防ぐ 

ために水質計器による常時監視を行っています。 

 地下水については、水源として使用している井戸水の水質は概ね良好であり、年間を通して 

安定した状態にあります。 

 ただし、長後ポンプ場の水源である浅井戸については上流区域の道路整備等の影響による水 

量の低下が顕著となっており、定期的な井戸内の水位監視を行っております。 

 長後ポンプ場・福浦ポンプ場共に過去に水源からクリプトスポリジウム等の指標菌が検出さ 

れていることから、早急にクリプトスポリジウム等の除去設備を整備する必要があります。 

 適切な浄水処理のためには原水水質の把握が欠かせないことから、水質基準項目から消毒副 

生成物を除いた項目と「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」（令和元年５月２９ 

日薬生水発０５２９第１号厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長通知）に則った検査を定期的 

に行っています。 

  

②浄水場等の概要   

 当村の浄水場は４箇所あり浄水方法については原水の水質状況に応じて緩速ろ過法、急速濾 

過法、塩素剤による消毒のみのいずれかの方法で処理を行っており、処理状況の確認は水質計 

器による常時遠隔監視を行っています。 

 浄水場等の詳細については表１－１浄水場等の概要（１）から表１－２浄水場の概要（２）に、 

また、各浄水場のフロー図については図３－１古佐井山浄水場から図３－４牛滝浄水場に図で 

示します。 
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表１－１浄水場の概要１ 

浄 水 場 名 古佐井山浄水場 長後ポンプ場（浅井戸） 

水 源 の 種 類 河川表流水 地下水（浅井戸） 

浄 水 方 法 緩速濾過＋塩素消毒 塩素消毒 

浄 水 用 薬 品 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム 

計画１日最大給水量 １，０１２㎥／日 ４０㎥／日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１古佐井山浄水場フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２長後ポンプ場フロー図 
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表１－１浄水場の概要２ 

浄 水 場 名 福浦ポンプ場（浅井戸） 牛滝浄水場 

水 源 の 種 類 地下水（浅井戸） 河川表流水 

浄 水 方 法 塩素消毒 急速濾過＋高度処理（活性炭）＋塩素消毒 

浄 水 用 薬 品 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム 

計画１日最大給水量 ９１㎥／日 ６１㎥／日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３－３福浦ポンプ場フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４牛滝浄水場フロー図 
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③配水及び給水の概要 

 当村の令和２年度の給水戸数及び給水人口は、それぞれ約９００戸、約１，８００人で年間 

総配水量は約２４９，０００㎥、１日最大配水量は８７８㎥となっています。 

 大半のご家庭には、水の使用に必要な水圧を確保できる高さに建設した４箇所の浄水場から 

直接配水していますが、地形上適切な水圧が得られない給水地区には、ポンプ場を設置して水 

道水を安定的に給水しています。 

 浄水場と各家庭の給水管までを結ぶ配水管は主に硬質塩化ビニル管を使用しており、その総 

延長は村内全域で３７．９５ｋｍになりますが、このうち消化年代から平成６年までに敷設さ 

れた管路が令和７年度より順次更新対象となることから、耐震性を考慮した配水管に計画的に 

更新していく予定となっております。 

 配水管と各家庭への給水管には主に塩化ビニル管が使用されており、給水の方法には配水管の

水圧を利用して各給水栓まで直接加圧する直接給水方式と役場や学校などのように屋上の受水槽

にポンプで加圧給水し重力で給水する高置水槽方式があります。 

 高置水槽方式では、その設置若しくは管理者が受水槽の管理を行うこととされていますが、管

理が適正に行われない場合には、その受水槽以降で水質の劣化を引き起こす恐れがあります。 

 特に受水槽の有効容量１０㎥以下の小規模な貯水槽水道は、法的な管理状況の検査が義務付け

られていないため、適正な水質を確保するための取組みが必要であることから、３階建て直接給

水の普及、促進を図るとともに、受水槽の管理状況の調査・指導を行っています。 

 水道水の安全を維持するためには、水質基準に適合していることを確認する水質検査は不可欠

であり、水道管理の中枢をなすものであります。 

 当村においても厚生労働大臣の登録を受けた水質検査機関に委託することにより定期的な水質

検査を実施し、毎日１回以上測定することが定められている項目（色、濁り、消毒使用している

残留塩素値）については配水系等の末端４箇所において定期的な調査を実施しております。 

 送水、配水設備等の水道水に直接触れる管材料については、水道法で定められた水道資機材の

浸出基準を満たしているものを使用することとしており、施設の建設時には材料の品質を確認し

ながら使用し、施設完成時は供用開始前の水質検査を実施しております。 
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第２章 危害分析 

１．危害原因事象の抽出 

 危害原因事象の抽出は、水源・浄水場及び配水施設等から給水栓に至るまでの各プロセスの 

中で水道水質に影響を及ぼす可能性がある全ての危害原因事象について、浄水場の運転の中で 

経験している危害、運転の中で想定される危害のほか、過去の水質検査結果や水道システムの 

情報に加え他市町村の事例等も参考にして危害を抽出し、主な危害原因事象を表―２のとおり 

整理しました。 

表―２ 抽出した主な危害原因事象 

発生箇所 危害原因事象 発生箇所 危害原因事象 

水
源
・
取
水
施
設 

異常天候による水質悪化 

配
水
管 

清掃不足による沈殿物の流出 

不法投棄による水質悪化 長期使用による劣化 

工事・作業による水質悪化 開口部からの昆虫等の進入 

農薬・肥料の散布（流出） 滞留時間増大による水質劣化 

異常天候・天災による施設損傷 工事等による赤水等の流出 

自然由来の水質悪化 水量不足による圧力低下 

地下水の汚染 流量急変による赤水等の流出 

水源へのテロ 事故による赤水等の流出 

浄
水
設
備
・
薬
品
注
入
設
備 

浄水機械の故障による水質悪化 管材及び直結器具からの溶出 

浄水用薬品の注入過不足 油脂類による配水・給水管の汚染 

浄水用薬品の長期保存による品質劣化 設備老朽化に伴う漏水 

緩速ろ過地の養生不足 

給
水
管 

清掃不足による水質劣化 

計測・機械設備の調整不調・機器故障 滞留時間増大による水質劣化 

異常天候・天災による施設損傷 外的要因（温度）による水質劣化 

浄水施設内への昆虫等の進入 クロスコネクション 

機械誤操作による水質悪化 設備劣化等による赤水等の流出 

浄水施設へのテロ 設備劣化等による漏水 

 

２．リスクレベルの設定 

 抽出した危害原因事象について、危害の重大さの程度を示すリスクレベルの設定を行います。 

 以下のとおり危害の発生頻度と危害が発生した場合の水道システムに与える影響程度につい 

て設定を行い、これらを基にそれぞれの危害を５段階のリスクレベルに区分して評価します。 
 

 ①危害発生頻度の設定 

  危害の発生頻度は、下記のとおり（表―３）としました。 
 

             表―３ 発生頻度の分類 

区 分 内  容 頻  度 

Ａ 滅多に起こらない １０年に１回 

Ｂ 起こりにくい ３～１０年に１回 

Ｃ やや起こりやすい １～３年に１回 

Ｄ 起こりやすい 数ヶ月に１回 

Ｅ 頻繁に起こる 毎月 
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 ②危害の影響程度の設定 

  抽出された危害原因事象の影響程度について表―４のとおり分類しました。 

  また、危害原因事象に関連する水質項目に水道水の水質基準が設定されているものについ 

 ては、その際の水質に応じて表―５のとおり分類しました。 

 

表―４ 影響程度の分類表 

区 分 内  容 頻  度 

Ａ 取るに足らない 利用上の支障はない。 

Ｂ 考慮を要す 
利用上の支障があり、多くの人が不満を感じるが、ほと

んどの人は別の飲料水を求めるまでには至らない。 

Ｃ やや重大 利用上の支障があり、別の飲料水を求める。 

Ｄ 重大 健康上の影響が表れる恐れがある。 

Ｅ 甚大 致命的影響が表れる恐れがある。 

 

表―５ 影響程度の分類表（水質基準項目） 

（１）健康に関する項目 

ａ 測定値 ≦ 基準値の５０％ 

ｂ 基準値の５０％ ＜ 測定値 ≦ 基準値 

ｃ 基準値 ＜ 測定値（大腸菌、シアン化化合物、水銀以外の項目） 

ｄ１ 基準値 ＜ 測定値（大腸菌、シアン化化合物、水銀） 

ｄ２ 危害原因事象の発生時に残留塩素が０．１ｍｇ／ℓ未満 

ｅ１ 基準値 ≪ 測定値 

ｅ２ 危害原因事象の発生時に残留塩素が不検出（「≪」は過大超過を示す） 

ｅ３ 大腸菌検出 

ｅ４ 耐塩素性病原生物（クリプトスポリジウム等）検出 

（２）性状に関する項目 

a 測定値 ≦ 基準値 

b 基準値 ＜ 測定値（苦情の出にくい項目） 

c 基準値 ＜ 測定値（苦情の出やすい項目） 

d 基準値 ≪ 測定値          （「≪」は過大超過を示す） 

備考 

 苦情の出にくい水質基準項目 

 亜鉛及びその化合物、アルミニウム及びその化合物、ナトリウム及びその化合物、塩化物イオン 

 カルシウム・マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物、陰イオン界面活性剤、フェノール類 

 非イオン界面活性剤、有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）、ｐｈ値 

 

 苦情の出やすい水質基準項目 

 鉄及びその化合物、銅及びその化合物、マンガン及びその化合物、ジェオスミン 

 ２－メチルイソボルネオール、味、臭気、色度、濁度 
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 ③リスクレベルの設定 

  前述①、②により設定した発生頻度と影響程度から、リスクレベル設定表（表―６） 

 を設定しました。 

  リスクレベルは数値が大きいほど危害が重大であることを示しています。 

 

表―６ リスクレベル設定表 

 

危 害 原 因 事 象 の 影 響 程 度 

取るに足らない 考慮を要す やや重大 重大 甚大 

a b c d e 

発
生
頻
度 

頻繁に起こる Ｅ １ ４ ４ ５ ５ 

起こりやすい Ｄ １ ３ ４ ５ ５ 

やや起こりやすい Ｃ １ １ ３ ４ ５ 

起こりにくいい Ｂ １ １ ２ ３ ５ 

滅多に起こらない Ａ １ １ １ ２ ５ 

 

第３章 管理措置 

 

１．整理表の作成 

 危害原因事象に対する現状の水道システムにおける管理措置を、危害を未然に防ぐ「予防」 

とそのリスク等を軽減・除去する「処理」に分けて表―７に、その監視方法を表―８に整理・ 

分類しました。 

 これらと、前章で抽出しリスクレベルを設定した危害原因事象に関する項目を整理して別紙 

「危害原因事象、関連水質項目、リスクレベル、管理措置及び監視方法の整理表」（以下、「整 

理表」という）を作成します。 

 

表―７水源から給水栓における管理措置 

箇 所 
管  理  措  置 

予   防 処   理 

水源 

取水施設 

水源保全の啓発 

関係機関との連絡調整 

定期的な巡回・監視 

水源水質検査 

計器での水質連続計測 

取水施設の堆積物の除去 

取水停止 

浄水場 侵入防止柵及び建物の施錠 

定期的な巡回・監視 

施設、設備の点検・調整・修理 

遠方監視装置による監視 

計器での水質・水量の連続計測 

浄水用薬品の規格品質確認 

凝集・沈殿・ろ過処理 

塩素処理 

 

給配水施設 侵入防止柵及び建物の施錠 

通気口等の防虫対策 

定期的な巡回・監視 

施設、設備の点検・調整・修理 

遠方監視装置による監視 

計器での水質・水量の連続計測 

配水池の清掃 

滞留水の排出 
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表―８ 監視方法の分類 

監 視 方 法 番号 

なし ０ 

現場等の確認 １ 

実施の記録 ２ 

手分析 ３ 

計器による連続計測（自動機器） ４ 

 

２．管理措置及び監視方法の見直しと管理基準の設定 

 作成した「整理表」を活用して、それぞれの危害原因事象に対する管理措置等が適切かどう 

かを表―９「リスクレベルに応じた管理措置等の見直しの考え方」に沿って検証します。 

 

表―９ リスクレベルに応じた管理措置等の見直しの考え方 

リスクレベル 管理措置等見直しの考え方 

レベル１ 従前の管理を継続する。 

レベル２ 
従前の管理を継続する。 

データの監視及び処理に気をつける。 

レベル３ 

管理措置の適切性を検証し、管理措置を強化（取水量の調整、

薬品の適正注入など）する。 

データの監視及び処理に気をつける。 

レベル４ 

管理措置の適切性を検証し、管理措置を強化する。 

必要があれば施設改修も含め、新たな管理措置を研究する。 

データの監視及び処理に気をつける。 

レベル５ 

管理措置の適切性を検証し、管理措置を強化する。 

必要があれば施設改修も含め、新たな管理措置を検討する。 

データの監視及び処理に気をつける。 

 

 ①管理措置及び監視方法の評価 

  「整理表」で整理したリスクレベル３以上の項目を抽出すると、リスクレベル５が耐塩素 

性病原生物に関する項目であり、リスクレベル４に該当する項目は無く、リスクレベル３は 

 水量不足、残留塩素不足、機器異常等の項目になります。これらの項目の管理措置及び監視 

 方法が適切であるか検証を行った結果、一部施設において適切ではない処理であることが確 

認されおり、下記施設においては施設の長寿命化改修において適切な改修を実施する予定と 

なっております。 

   

適切でない処理及び監視施設 

浄水場名 リスク内容 原  因 対    策 

牛滝浄水場 

耐塩素性 

病原生物 

高濁度原水の流入 
取水方法の変更及び消毒設備の新設 

（表流水→深井戸） 

福浦ポンプ場 
浅井戸 

（塩素消毒のみ） 

消毒設備の追加 

（紫外線） 

長後ポンプ場 
浅井戸 

（塩素消毒のみ） 

消毒設備の追加 

（紫外線） 
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 ②管理基準の設定  

  処理工程での管理措置が機能しているかどうかを判断するため、主な水質項目に監視の結 

果を評価するための管理基準の設定を表―１０のとおり行いました。 

  また、表―１０に設定した管理基準と、この管理基準に逸脱していることが判明した場合 

に原因を追究し、影響を回避・低減するための対応措置も併せて掲載しました。 

  管理基準を設定していない項目についても、天災等の危害の発生や水質基準超過が発生し 

た場合、又は発生する恐れが生じた場合は、表―１１における内容を基本に対応することと 

します。 

表―１０ 水質項目における管理基準 

 （１）管理目標値および基準逸脱時の対応 

基準項目 残留塩素 

基 準 値 配水管末端で０．１ｍｇ/Ｌ以上 

計測状態 配水池自動連続計測及び配水管路内手動計測（１日１回以上） 

監視施設 
古佐井山浄水場、矢越ポンプ場、長後ポンプ場、福浦ポンプ場、牛滝浄

水場 

監視箇所 対  応  方  法 

給水栓水 

以外 

①水道技術管理者へ一報を報告 

②次亜塩素酸ナトリウム注入設定値の確認 

 ・現状における次亜塩素酸ナトリウム注入率設定値の確認及び調整 

③残留塩素注入装置等の点検 

 ・機器の調整（校正も含む） 

④次亜塩素酸ナトリウム注入機・注入配管の点検 

 ・代替設備への切替・設備の修繕 

⑤次亜塩素酸ナトリウムの有効塩素濃度の確認 

・注入量の増量 ・処理水量の減量 

⑥水道技術管理者へその後の状況等を連絡 

 ・異常水排水作業の実施 ・防災無線及び広報における周知 

 ・原因調査  ・水運用の適正化 

 

基準項目 濁度 

基 準 値 ２度以下（浄水） 

計測状態 着水ポンプ井・配水池自動連続計測及び現場での目視確認 

監視施設 
焼山水源及び古佐井山浄水場（水源及び着水井：目視、配水池：自動） 

牛滝取水場（自動及び目視） 牛滝浄水場（配水池：自動） 

監視箇所 対  応  方  法 

給水栓水 

以外 

①水道技術管理者へ一報を報告 

②濁度計点検及び周辺設備の確認 

 ・計器の確認及び調整 ・周辺設備の状況確認 

 ・計器に異常が無い場合、③以降を実施 

③配水管路等の状況確認 

④配水管路内の色度・濁度異常と残留塩素有無の確認 

⑤水道技術管理者へその後の状況及び対策を連絡 

 ・末端排水作業の実施 防災無線及び広報における周知 

 ・原因調査  ・水運用の適正化 ・濁度除去作業の実施 

 ・浄水処理における濁度除去性能の確認及び強化 

 

 （２）緊急時の連絡先及び連絡順路   

   住民若しくは現場担当者→水道技術管理者→担当課長若しくは副参事→副村長→村長 
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 （３）特記事項 

   牛滝浄水場については機器での水質連続監視を実施しているが、監視カメラを設置し 

ておらず現状確認する場合は直接現場に向かう必要がある。 

   当村役場所在地の佐井地区から牛滝浄水場まで車で約１時間を要することから、機器 

改修の際に現状の確認が可能な監視機器設置が必要であると考えられる。 

 

表―１１ 管理基準項目以外の設備等における基本方針 

対応方法 詳細内容 

施設・設備の点検確認 
施設の状態確認、薬品注入設備の動作確認、監視機器の

点検等 

浄水処理の確認・強化 
浄水検査頻度の強化、浄水用薬品注入量の点検・調整、

次亜塩素酸ナトリウム注入量の強化等 

修復・改善 
停滞水等の配水、管清掃及び更新、機器・設備の点検・

修繕・更新等 

取水量の調整若しくは停止 
高濁度時及び水質基準値を超過した場合の取水量削減

や停止等 

関係機関との連絡調整・情 

報共有 
関係機関との連絡・影響程度の情報収集及び情報の共有 

 

３．緊急時の対応 

 予測できない事故・災害等による緊急事態が発生した場合の対応方針、組織、行動及び応急 

給水等については「佐井村水道危機管理マニュアル」及び村の総合的な防災計画の行動指針で 

ある「佐井村地域防災計画」等の各マニュアルに基づき対応します。 

 

第４章 水安全計画の管理運用 

１．運用と体制 

 水源における危害については、適的な取水施設の監視、水質検査及び通報等による状況共有 

により水質異常に繋がる原因を速やかに発見し、現地調査や関係機関からの情報収集等により 

状況を的確に把握することに努めます。 

 浄水場では管理基準を設定した水質項目について水質計器による常時連続監視を行い、水質 

検査と合わせて危害を早期に発見して配水に影響を与えないように的確な浄水処理を実施しま 

す。 

 また、浄水場における危害レベル３以上の危害・給配水管における水質異常が確認された場 

合・感染症等による水道施設に維持管理が困難となった場合は「管理基準を逸脱した場合の対応」

や「佐井村水道危機管理マニュアル」等に従って速やかに対応します。 

 

２．文書と記録の管理 

 水安全計画に関連する文書とは、「水安全計計画書（本書）」、「水質検査計画書」、「佐井村水 

道施設運転手引書」等、水道水の安全を維持する仕組みを記載した文書を指し、具体的な管理 

対応措置を行うことから表―１２に示す記録を産業建設課で管理します。 

 浄水場の運転管理、監視等に関する記録は、水質検査結果とともに常に安全な水が供給され 

ていることの証明や根拠となるものであり、管理基準から逸脱した場合の原因究明や緊急時の 

適切な対応の判断に欠かせないものであることから、これも所管課である産業建設課で管理し 

ます。 

 また、管理基準を逸脱した場合にも、その状況を記録し、産業建設課で保管・管理して定期 

的に集約を行います。 
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表―１２ 水安全計画に関係する記録の一覧 

記録の種別 記録の名称 保管場所 

運転管理・監視の記録 

＜日常の記録＞ 

管理日報、機器操作簿 

薬品仕様簿 
産業建設課 

・台帳管理 
＜水質の記録＞ 

毎日検査記録表 

＜その他の記録＞ 

自家発電設備月次点検表 

 

３．検証と見直し 

 安全な水を絶えず供給するために、ＰＤＲサイクルの考え方に基づき実際に発生した危害や 

その頻度に対する管理措置の内容が、水道水の安全を維持する仕組みとして機能しているかど 

うかを判断する妥当性の検証を定期的に実施し、これにより問題点や課題の整理を行い改善が 

必要な場合は水安全計画の見直しを行います。 

 また、水質基準等の改正や浄水方法の変更など、水道水質に関する状況の変化に対応する見 

直しも併せて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※標準的な目標達成手法については代表的なものとして「ＰＤＣＡサイクル」が存在する 

が、当村においては維持管理担当職員数が少ない（１～２名）ことから客観的な評価・検 

証及び対応スピードの迅速化が期待できる「ＰＤＲサイクル」を採用した。 

 

 

 

Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ（実行に向けた準備） 

計画、対応方法の決定、評価を踏まえた改訂 

Ｒｅｖｉｅｗ（評価） 

客観的な評価・検証・見直し 

Ｄｏ（実行） 

計画に基づいた運用の実施 


